
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

狼谷 悠理（カミヤ ユウリ）

バロール
バロール

UGN支部長A

34歳

忘却

有名人

嫌悪

記憶喪失

探偵事務所所長

女

32

秘密

0
2
4
2

1
0
0
0

0
0
0
0

1
2
4
2

26
8
8
13
26

1 4
1 1

UGN2 4

◇◆
◇◆
◇◆❖
◇◆❖

ＲＣ
ＲＣ
ＲＣ
ＲＣ

4r+14
7r+16
6r+14
7r+16

16
18
41
48

80↓,C値-2,侵蝕値+5
100↑,C値-3,侵蝕値+5

80↑100↓,C値-2,侵蝕値+10
100↑,C値-3,侵蝕値+10

0 0

奇妙な隣人
記憶の中の誰か

宋 梓睿
誠意
信頼

憐憫
猜疑心

コネ：情報収集チーム
コネ：要人への貸し

コネ：情報屋

6 2

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト：バロール

オリジン：レジェンド

黒の鉄槌

覇皇幻魔眼

時の棺

ディメンジョンゲート

ポケットディメンジョン

軽快なる積荷

★

0

2

5

7

5

1

1

1

1

-

1d10

2

2

1

5

10

3

―

―

オート

気絶時

メジャー

マイナー

メジャー

メジャー

オート

メジャー

メジャー

常時

視界

-

―

至近

視界

―

視界

至近

至近

至近

シーン

自身

―

自身

―

単体

単体

効果

効果

自身

自動

自動

―

自動

対決

対決

自動

自動

自動

自動

-

↓100

―

RB

―

80↑

100↑

―

―

―

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

技能:<ｼﾝﾄﾞﾛ-ﾑ> C値-Lv.

【精神】判定の達成値+[Lv×2]

技能:<RC>攻撃力+[Lv×2+2]の射撃攻撃

技能:<RC>攻撃力+[Lv×5]の射撃攻撃、1シーン1回

対象の判定失敗、1シナリオ1回

自分が知っている場所へのゲートを作る

空間を作り出す,必要に応じて<知覚>判定

道具を周りに浮かせおける

一人称：俺、私（状況に応じて）　二人称：君、お前

有名女優を母に持つ探偵事務所の所長、もといそこを支部としたUGN支部長。
だがどのような経緯でオーヴァードとなり、UGNに加入したのかは明かされていない。否、本人がそもそも憶えていない。

新しい物好きで非常に楽観的な性格。飄々としているように見えるが、自信家で負の感情を見せないようにしているだけだったりもする。
自身の中にレネゲイドビーイングが居る事はあまり公にしておらず、それでも一応「帷（トバリ）」という名前で呼んで会話をしている。

元FHのエージェント＜悪月の玉眼（ドーハスーラ）＞。それが、彼女の正体である。
とある事件で重症だった所をUGNに保護され、記憶を失った事を良い事にUGNエージェントとして身を置く事となった。
その後実績を上げ、現在の支部長の座に納まっている。帷と邂逅したのも、記憶を失った直後からである。

【次回成長予定】
<黒の咆哮><黒星の門>のどちらかの取得

【帷について】
彼（もとい彼女）は、『青行燈』と呼ばれる妖怪のレネゲイドビーイングである。
いつ、どこで彼女に取り憑いたのかは明かさず、ただ面白おかしく、時には彼女の手伝いをしながら隣人として協力している。
彼女からは普段は青い炎の姿で見えているらしい。
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